
４－３　１５歳以上女人口に占める女性就業率推移

(%)
15〜19歳 20〜24歳 25〜29歳 30〜34歳 35〜39歳 40〜44歳 45〜49歳 50〜54歳 55〜59歳 60〜64歳 65〜69歳 70〜74歳 75〜79歳 80〜84歳 85歳以上

平成７年 12.3 82.1 75.5 70.9 76.2 83.1 82.7 74.6 58.3 38.2 24.2 13.9 7.4 3.1 2.0
平成12年 13.6 80.8 74.9 70.7 75.4 80.6 81.9 75.7 61.4 37.7 25.9 14.8 8.5 3.7 2.1
平成17年 10.9 74.2 78.3 73.6 75.8 79.6 80.2 75.8 64.3 38.5 26.3 15.8 9.2 4.2 1.7
平成22年 9.3 72.3 79.9 77.5 76.9 79.2 81.4 76.9 68.5 46.9 26.3 16.6 9.2 5.2 2.1
平成27年 10.8 74.0 82.3 80.7 81.9 83.3 83.5 82.7 74.5 55.1 35.3 19.8 12.6 6.1 2.3
令和２年 11.4 72.7 83.1 80.5 83.8 84.8 84.0 82.6 78.7 65.0 43.5 27.0 14.0 7.9 2.4

令和２年(全国) 14.2 59.7 68.9 64.5 64.9 68.5 70.6 70.2 68.0 57.3 38.5 24.8 13.3 7.0 2.6
資料：国勢調査 基準日：各年10月１日

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

(%) 女性就業率推移

平成７年 平成17年 令和２年 令和２年（全国）

15歳以上の女性就業率について、令和２年は、就業率の高い年代順に、40歳から44歳で84.8％、45歳から49歳で84％、35歳から39歳で83.8％となっている。
平成７年と比較すると、平成７年は、40歳から44歳で83.1％、45歳から49歳で82.7％、35歳から39歳で76.2％で、それぞれ1.7ポイント、1.3ポイント、7.6ポイント増加している。
グラフを見ると、令和２年のグラフは各年代に渡って総じて就業率が高いことがわかる。また、女性の就業率を表したグラフでは、しばしば、結婚・出産を伴う年代での数値の低下
（Ⅿ型のカーブ）が見られるが、令和２年は全国平均や過去のグラフに比べてカーブが緩やかになっている。


